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（
12
月
２
日
付
）
半
導
体
大
手
、
ル

ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
子
育

て
中
の
女
性
２
人
に
長
距
離
通
勤
を

強
い
て
い
る
問
題
で
、
助
言
・
指
導

を
拒
ん
で
い
た
厚
生
労
働
省
東
京
労

働
局
が
、
３
度
に
わ
た
り
同
社
に
配

転
撤
回
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
関
係

者
へ
の
取
材
で
わ
か
り
ま
し
た
。

労
働
者
や
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

な
ど
が
厚
労
省
、
国
会
な
ど
に
粘
り

強
く
働
き
か
け
た
努
力
が
実
っ
た
も

の
で
す
。
国
会
で
は
、
日
本
共
産
党

の
小
池
晃
副
委
員
長
（
参
院
議
員
）

ら
が
厚
労
省
に
対
し
、
育
児
・
介
護

休
業
法
の
趣
旨
に
反
す
る
と
し
て
助

言
・
指
導
を
繰
り
返
し
要
請
。
東
京

労
働
局
の
対
応
に
つ
い
て
徹
底
し
た

調
査
を
求
め
た
の
に
対
し
塩
崎
恭
久

厚
労
相
は
「
事
実
関
係
を
調
べ
る
」

（
１
０
月
２
１
日
）
と
答
弁
し
て
い

ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
は
２
０
１
５
年
度
末
ま

で
に
５
４
０
０
人
を
削
減
す
る
た
め
、

退
職
強
要
を
実
施
。
応
じ
な
か
っ
た

２
人
は
、
東
京
都
内
の
自
宅
か
ら
群

馬
県
の
高
崎
事
業
所
ま
で
新
幹
線
や

高
速
道
路
を
使
っ
た
通
勤
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

２
人
は
こ
う
し
た
対
応
が
育
児
・

介
護
休
業
法
に
違
反
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
、
東
京
労
働
局
に
対
し
て

同
社
へ
の
助
言
・
指
導
を
求
め
て
い

ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
リ
ス
ト
ラ
か
な
が
わ
対

策
会
議
は
１
日
、
川
崎
市
の
玉
川
事

業
所
前
で
宣
伝
。
電
機
・
情
報
ユ
ニ

オ
ン
の
米
田
徳
治
委
員
長
は
「
ル
ネ

サ
ス
の
経
営
は
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
せ

ん
。
退
職
強
要
や
広
域
配
転
を
迫
る

な
ど
、
何
を
血
迷
っ
て
い
る
の
か
。

２
人
を
一
日
も
早
く
元
の
職
場
に
戻

す
べ
き
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

今
回
の
Ｒ
Ｓ
Ｄ
や
Ｒ
Ｅ
Ｇ
へ
の
移

籍
か
ら
み
の
早
期
退
職
募
集
で
の
面

談
は
、
転
勤
で
き
そ
う
に
な
い
事
業

所
へ
の
配
転
や
従
来
業
務
と
異
な
る

直
接
作
業
員
へ
の
職
種
転
換
の
可
能

性
提
示
な
ど
、
そ
の
人
の
人
権
を
も

無
視
す
る
や
り
方
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
に
は
、
困
っ

た
人
達
か
ら
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
ル
ネ
サ
ス
本
社

と
は
団
体
交
渉
が

昨
年
か
ら
継
続
さ

れ
て
お
り
、
事
案

の
解
決
に
向
け
て

交
渉
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

メ
ー
ル
か
電
話
で

お
寄
せ
下
さ
い
。

15年春闘、生活改善アンケートに

切実な声が届く
◆早期退職面談等が心配です。強要されるの

ではないか毎日が心配です。高崎に転勤にな

り2重生活をしている人も多く今の給料では、

とても暮らしていけません。家賃補助も少な

すぎて、自己負担が大きすぎます。この様な

人を多く作り退職させようとしているのでは

ないでしょうか。早期退職・退職強要がない

職場で働きたいです。（４０歳代男性）

◆人員構成が変わらないなら、せめて実務を

行っている人の給与を上げてほしいです。こ

のままでは、実務担当者は、いいように使わ

れているだけのような気になってきます。こ

のような現場の現状が、経営層の方々までに

はなかなか伝わらないのでしょう。（３０歳

代男性）

女
性
へ
の
広
域
配
転
、
労
働
局
撤
回
求
め
る
！

し
ん
ぶ
ん
「赤
旗
」一
面
で
大
き
く
報
道

同
様
の
相
談
が
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
る

困ったこと心配ごとの相談は、

電機・情報ユニオンへ
電話；03-6450-1777

http://www.denki-joho.jp/

育児休業法での配慮義務とは

育児・介護休業法の第２６条で「事業主は、労働

者を転勤させようとする場合には、その育児又は介

護の状況に配慮しなければなりせん」と規定してい

ます。 厚生労働省では、配慮する内容として、例え

ばとして「本人の状況を把握」し「本人の意向を斟酌」

することの必要性があるとしています。
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12
月
14
日
（
日
）
、
高
崎
市
内

で
「
ル
ネ
サ
ス
高
崎
の
職
場
で
行

わ
れ
て
い
る
退
職
強
要
の
実
態
を

知
り
、
電
機
産
業
の
明
日
を
考
え

る
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
群
馬
県
労
会
議
や
高
崎

地
区
労
会
議
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ

オ
ン
と
ル
ネ
サ
ス
関
連
労
働
者
懇

談
会
の
４
団
体
が
呼
び
掛
け
、
８

５
名
の
参
加
者
で
会
場
は
一
杯
に

な
り
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
次

の
様
な
内
容
が
明
か

に
な
り
ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
は
日
本

を
代
表
す
る
半
導
体

産
業
の
会
社
で
す
が
、

最
大
株
主
と
な
っ
た

「
官
民
フ
ァ
ン
ド
」

の
産
業
革
新
機
構
か

ら
送
り
込
ま
れ
た
役

員
は
、
人
減
ら
し
リ

ス
ト
ラ
を
実
施
し
、

人
件
費
の
削
減
で
利

益
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
凄
ま
じ
い
退
職

強
要
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

国
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
、
東
京
在

住
の
女
性
二
人
に
対

す
る
遠
距
離
で
の
新

幹
線
通
勤
や
高
速
道
路
通
勤
の
実

態
は
「
赤
旗
」
で
の
同
行
ル
ポ
な

ど
で
報
じ
ら
れ
社
会
的
批
判
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
東
京
労
働
局
が
三

度
に
渡
っ
て
ル
ネ
サ
ス
に
配
置
転

換
を
を
求
め
て
い
ま
す
が
応
じ
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

つ
ど
い
で
は
、
桜
美
林
大
学
の

藤
田
実
教
授
を
講
師
に
迎
え
て

「
電
機
産
業
の
構
造
変
化
と
大
リ

ス
ト
ラ
」
と
題
し
て
70
分
に
渡
っ

て
詳
細
な
資
料
に
基
づ
き
日
本
の

電
機
産
業
の
現
状
を
解
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。

人
減
ら
し
リ
ス
ト
ラ
に
対
し
て
、

従
来
型
か
ら
「
人
事
評
価
を
不
当

に
低
く
す
る
」
「
社
員
に
担
当
業

務
が
な
い
」
と
の
意
識
を
植
え
込

む
常
時
リ
ス
ト
ラ
方
式
に
変
化
し

て
い
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
米
田

徳
治
委
員
長
か
ら
は
「
電
機
リ
ス

ト
ラ
と
ル
ネ
サ
ス
リ
ス
ト
ラ
と
の

闘
い
」
と
題
し
て
報
告
さ
れ
、
ル

ネ
サ
ス
の
人
減
ら
し
リ
ス
ト
ラ
闘

争
の
中
で
多
く
の
労
働
者
が
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
に
相
談
に
来
て
、

ル
ネ
サ
ス
本
社
と
の
団
交
を
行
な

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
た
い
し
て
、

国
際
労
働
基
準
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
」
を
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い

る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

繰
り
返
し
の
退
職
強
要
面
談
を

受
け
て
、
苦
渋
の
選
択
で
広
域
配

転
に
応
じ
て
高
崎
事
業
所
に
異
動

し
た
の
に
数
日
目
に
退
職
強
要
の

面
談
が
行
な
わ
れ
た
と
の
実
態
も

告
発
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
の
那
珂
事
業
所
に
単
身
赴

任
し
た
人
に
対
し
て
も
退
職
強
要

面
談
が
行
な
わ
れ
、
転
職
支
援
を

受
け
る
事
も
業
務
命
令
と
さ
れ
て

い
る
事
実
か
ら
し
て
ひ
ど
い
実
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ど
い
で
は
次
の
連
帯
挨
拶

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
不
当
遠
距
離
配
転
と

闘
っ
た
事
例
。

②
沖
デ
ー
タ
の
派
遣
切
り
と
闘
い

③
新
婦
人
の
会
高
崎
支
部

④
日
本
共
産
党
県
会
議
員

⑤
高
教
組
高
崎
支
部

⑥
沖
プ
ロ
サ
ー
ブ
の
契
約
解
除
と

の
闘
い

「
日
立
高
崎
工
場
が
ル
ネ
サ
ス

高
崎
事
業
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
っ
た
。
労
働
者
の
生

活
を
全
く
無
視
し
た
退
職
強
要
に

は
怒
り
が
わ
い
て
く
る
」
「
ル
ネ

サ
ス
の
こ
と
な
ど
分
か
ら
な
い
参

加
者
が
多
か
っ
た
と
思
う
が
『
大

変
な
労
働
者
が
い
る
な
ら
な
ん
と

か
し
よ
う
』
と
い
う
高
崎
・
群
馬

の
人
た
ち
の
心
意
気
を
強
く
感
じ

た
」
と
参
加
者
の
多
く
が
同
じ
思

い
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
「
決
議
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
女
性
に
広
域
配
転

、
ル
ネ
サ
ス
強
要
を
告
発

群
馬
高
崎
市
で
の
「つ
ど
い
」
に
８
５
人
参
加

12
月
10
日
の
年
末
一
時

金
は
ど
う
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
基
本
給
カ
ッ
ト
、
家

族
手
当
な
ど
の
廃
止
に
伴
っ

て
そ
の
原
資
が
一
時
金
に

編
入
さ
れ
、
３
か
月
分
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
人
に
は
そ
の
月
数
で

支
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
最
大
と

最
低
の
支
給
金
額
は
11
倍
の
格
差

が
生
じ
る
一
時
金
制
度
が
労
使
合

意
さ
れ
た
結
果
で
す
。
一
時
金
も

賃
金
の
一
部
で
あ
り
、
多
く
の
家

庭
で
生
活
費
と
し
て
重
要
な
資
金

と
な
っ
て
お
り
、
働
く
立
場
で
も

問
題
で
あ
り
ま
す
。

（
Ｔ
）

編集後記

藤
田
教
授
の
講
演
で
解
明

ひ
ど
い
経
営
実
態

全
国
的
な
闘
い
を
報
告

高
崎
に
異
動
し
た
ら

退
職
強
要
を
受
け
て
シ
ョ
ッ
ク

多
く
の
連
帯
挨
拶

寄
せ
ら
れ
た
感
想


